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０１

可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事
Ｅ

電気設備特記仕様書

電　気　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

１.

２.

工事名称

所在地 岐阜県可児市桜ケ丘5丁目55-2

可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事

建物概要３.

〔用途地域　非線引き都市計画区域　第1種中高層住居専用地域〕

建　物　名　称 延床面積（ｍ ） 消防法施行令別表第I２

新築
工事

解体
工事

キッズクラブ

渡り廊下

旧キッズクラブ

旧渡り廊下

階数（地上　地下）/

鉄骨造 軽量鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ構造

鉄骨造 軽量鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ構造

主　体　構　造

鉄骨造

鉄骨造

/

/

/

/

-

-

-

-

（　）項平屋

平屋

平屋

平屋

305.85

25.46

Ｉ．工事概要

４. 工事種目

工　事　種　目

注：　　のついたものを適用する。

番号

受変電設備

中央監視制御設備

表示設備

インタ－ホン設備

テレビ共同聴視設備

火災報知設備

避雷設備

防犯設備

ＩＴＶ設備

構内配電線路設備

構内通信線路設備

１

２

直流電源設備

自家発電設備

幹線動力設備

電灯コンセント設備

電話設備

情報設備

電気時計設備

放送設備

注：　　のついたものを適用する。

５４３２１
屋外

建　　　物
備　　　　考

５. 設備概要

方　　式 設　　備　　概　　要

屋内形 屋外形

警報盤式 表示操作盤式 監視制御装置式

電話 電気時計 拡声 表示 インタ－ホン

テレビ共同受信 火災報知 防犯 ＩＴＶ

３φ　３Ｗ　６６００Ｖ　６０Ｈｚ 設備容量 ＫＶＡ

ＫＶＡ発電容量　φ　　Ｗ　　　　　Ｖ　　　Ｈｚ

受電方式

自家発電

受変電設備形式

監視方式

通信、情報設備

III．工事仕様

共通仕様１.

１）

（電気設備工事編）」、「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）」、国土交通大臣官房官庁営繕部

設備・環境課監修「公共建築工事標準図（電気設備工事編）」の各最新版による。

２） 本仕様書で「図示」とあるのは設計図面記載事項を意味する。

３） 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合はそれぞれの工事特記仕様書を適用する。

種目・項目・特記事項の適用

特記事項は　　印のついたものを適用する。

印のない場合は　　印のついたものを適用する。※

設計図書の優先順位３.

２.

工事見積要項書及び現場説明事項

２）

１）

質疑応答書及び補足訂正追加事項

特記仕様書３）

４） 図示

標準仕様書５）

特　記　事　項項　目章

機材 使用機材等指定表によるほか同等品以上とする。ただし、同等品以上とする場合は

監督職員の承認を受ける。

工事用仮設物 構内につくることが できる できない

別契約の関係請負者が定置したものは、無償で利用できる。足場、さん橋類

取り外し再使用する機器は、清掃、絶縁測定の上取りつける。再使用機器

残土処分 構外に搬出し適宜に処理する 構内指示場所に敷均し 構内指示場所に堆積

機材の寸法及び姿図 機材等の寸法及び姿図ははすべて参考とする。

発生材 発生材は監督職員の指示により処理する。

呼び線 入線しない管路には １．２ｍｍ 以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

電線管 ＰＦ管 厚鋼電線管屋内 ねじなし電線管

屋外 溶融亜鉛メッキ鋼管厚鋼電線管ＦＥＰ管

配線器具プレ－ト類 特記なきプレ－トは 樹脂製 金属製（　　　　　）

ＰＥライニング鋼管（厚鋼）

配線本数、管路等 配線経路、電線サイズ、配線本数、管路サイズなど機能を満足すれば、図面と多少相違

しても請負金額の変更はしない。

工事写真 ※建築工事仕様書による。

下記のものを監督職員の指示する規定の台紙に貼付し、撮影箇所を明記し提出する。

巻

巻

※

巻

部

部

以上

部

以上

部

以上

以上

部

部

以上

部

必要数

部数規　　格分　類種　別

ビデオ記録

竣工写真

工事中写真

着工前写真

※

※

※

カラ－

（工事記録用）

※

カラ－スライド

リバ－サルフィルム

カラ－プリント

（工事報告書用）

カラ－プリント

カラ－プリント

竣工時記録

工事記録

工事全般記録

ナレ－ション、ＢＧＭ付

版３５ｍｍ

４×５版

四ツ切版

六ツ切版キャビネ版

サ－ビス版キャビネ版

サ－ビス版キャビネ版

サ－ビス版キャビネ版

※

※

※

分以上

分以上

分以上

撮影箇所数

※ ※建築工事仕様書による。

※提出書類は可児市建設工事における取扱い書類等一覧表による。

取扱説明 システム・主要機器の取扱説明には、書類の他ビデオ撮影による取扱説明を提出する。

竣工時の提出書類

着工時・中間期及び

工事完成図

施工計画書 施工前に提出する。

機材の検査 検査する機材、種別は監督職員の指示による。なお、工事現場以外での検査及び試験の

立合いに要する費用（交通費及宿泊費）は工事請負金額に含む。

品質管理 請負者は自主施工監理者を選任し、品質管理を徹底すること。

金属製電線管の塗装 下記の露出配管は塗装を行う。（但し、溶融亜鉛メッキ材は除く）※

屋上及び屋外 倉庫 駐車場 電気室 機械室 ＥＰＳ※ ※ ※ 工場※

はつり 既存コンクリ－ト、床、壁等の配管の穴明けは、原則としてダイヤモンドカッタ－による。

点検口 点検口類の裏面には、点検箇所を明記する。

プレ－トに用途を銘記する。

建設地の自治体により決められた騒音規制基準に該当する設備機器は規制値を遵守する。騒音規制基準

耐震施工

１）設計用水平地震力

設計用水平震度

　　なお、特記なき場合、設計用標準水平震度は、次による。

（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研所監修）による。

    機器の重量[kｇｆ]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針 2014年版」

竣工時敷地境界にて騒音測定を行い上記基準の確認を行う。

規制値以上の場合は遮音対策を施す。

ジョイントボックス類

屋上及び塔屋

上層階

中間階

地下・１階

重要機器 一般機器

・　特定の施設 ・　一般の施設

重要機器 一般機器
設置場所

機器 ２.０

２.０

２.０

１.５

１.５

１.５

１.０

１.０

１.５

１.５

２.０

１.５

１.０

１.５

１.０

０.６

１.０

１.０ １.０

１.０

０.６

１.０

１.５

２.０

１.５

１.０

１.５

１.０

１.０

１.５

０.６

１.０

０.４

０.６

０.６

０.６

機器種別

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

重要機器 配電盤 発電装置 直流電源装置

交換機 自動火災報知受信機 中央監視装置

 上層階の定義は次による。

  ２～６階建の場合は、最上階   ７～９階建の場合は、上層２階

  10～12階建の場合は、上層３階   13階建以上の場合は、上層４階

２）設計用鉛直地震力

    設計用水平地震力の１/２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

電気方式 Ｈｚ

配電盤形式

接地

機器仕様

高調波計算書

予備ＭＣＣＢ

試験

形式

三相３線式 ＫＶ６．６ ６０

キュ－ビクル式配電盤 高圧閉鎖配電盤 低圧閉鎖配電盤

変圧器盤 開放形配電盤

各種単独 Ａ種Ｄ種共用、Ｄ種（ELB）、Ｂ種単独 統合接地

避雷器単独

設計図による。

高調波流出電流計算書を作成し、提出すること。

低圧配電盤の予備用ＭＣＣＢの定格２２５ＡＦ以上のものは、負荷電流可変形とする。

停・復電時の連動動作試験を行ない、試験記録を提出する。

発電機

原動機

テェンブロック

走行装置

機器仕様

試験

回路試験

キュ－ビクル形 開放形簡易形

三相３線式 ＫＶ Ｈｚ ＫＶＡ

電気始動式 空気始動式

ディ－ゼル機関 ガスタ－ビン

本工事 別途工事 不要

本工事 別途工事 不要

設計図による。

停、復電時の連動動作試験を行ない、試験記録を提出する。

発電機回路負荷のチェックを行ない、確認記録を提出する。

電気方式

整流器

蓄電池

容量

形式

機器仕様

Ｖ Ｈｚ ＫＶＡ交流入力 相　線式

直流出力 Ｖ

サイリスタ全自動整流器

鉛 アルカリ

Ａｈ／　　ＨＲ　　　　セル

キュ－ビクル形 開放形

設計図による。

電気方式

機器への接続

電動機の接地

低圧コンデンサ－

配線器具

幹線 三相３線式２００Ｖ 三相　線式

分岐 三相３線式２００Ｖ 三相　線式

本工事制御盤より別途電動機への配線の接続は本工事とする。※

金属管接地（　　　　 　を超えるものは接地専用線式とする。）７.５ＫＷ

専用接地線式

本工事制御盤各回路に低圧コンデンサ－を設置する。

コンセントはプラグ付とする。※

電気方式 幹線 単相３線式

分岐 単相２線式 ２００Ｖ

１００Ｖ単相２線式

フロア－プレ－ト 水平高低調整形（空転防止リング付） 水平調整形 簡易形

ハイテンション 回転又は上下動形 内部固定形 外部固定形

配線器具 タンブラスイッチは埋込連用形（大角形）とする。※

※壁付コンセントは埋込連用形（大角形）とし、２口の場合は複式を使用してよい

下記の特殊形コンセントはプラグ付とする。

２０Ａ以上 ３極以上 引掛形 防爆形 接地極付※ ※ ※ ※

非常照明器具 電池内蔵形 電源別置形

照明器具仕様 市販品 官電協仕様 設計図による。

分電盤予備回路 分電盤予備回路用予備配管は予備の配線遮断器４個以下の場合は（２５）を１本、※

５個以上の場合は（２５）を２本二重天井まで立上げ、ボックス止めとする。

ＯＡフロア－用器具 ＯＡタップ　　２Ｐ１５ＡＥ　ｘ4口　付属コード５ｍ

ＯＡ用ハーネスジョイント　　原則４分岐とする。

蛍光灯器具 蛍光灯器具（ただし、誘導灯は除く）の安定器の回路方式、電圧は図面に記載なき
場合は次による。

Ｈｆ形

コンパクト形

直管形

蛍光灯の種類

環  形

（下記以外）

（電池内蔵形非常用照明器具）

防雨形器具、防湿形器具及び

電池内蔵形非常用照明器具

上記以外のもの

４５ワット固定、ル－バ－又はカバ－付

３２／４５ワット、下面開放形

ＦＨＰ２３、３２、４５ワット

ＦＤＬ１３、１８、２７ワット

４０形及び１１０形

３０形

２０形

２０形

１５形以下

３０形

３０形

ＦＨＴ１６、２４、３２、４２ワット

ＰＨ

ＰＫ

ＰＮ

ＥＬ

ＲＨ

ＧＨ

ＧＨ

ＧＬ

ＧＬ

ＧＬ

ＧＨ

ＰＮ

回路方式 電圧

100Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

200Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

100Ｖ

100、200Ｖ

100、200Ｖ

非常用の照明装置の

照度測定箇所数

照度測定

測定箇所は、各室２ヶ所（中心、隅）以上とし、測定記録を提出する。

照度は、各室２ヶ所（中心、隅）以上測定する。

詳細は監督員と打ち合わせること。

フロア－プレ－ト 水平高低調整形（空転防止リング付） 水平調整形 簡易形

ロ－テンション 取付けを含む 納入する

配線 本配線盤～端子盤間に構内ケ－ブルを配線する。 ※配管のみ工事とする。

端子盤以降アウトレットまでケ－ブルを配線する。

接地 銅棒埋設

床仕様 ＯＡ床 フロア－ダクト配管式

機器仕様 設計図による。

親時計 壁掛形（既設） 自立形 ラック形

子時計 電気式 電池式

壁掛式 埋込式 半埋込式

機器仕様 設計図による。

増幅器 卓上形 デスク形 キャビネットラック形

用途 業務放送用 非常放送用 併用

機器仕様 設計図による。

表示器 多線直接式 パルス伝送式

ＬＥＤ表示 マグネット表示

機器仕様 設計図による。

用途 館内連絡用 受付用 夜間受付用 障害者呼出用

保守用 エレベ－タ－用 ナ－スコ－ル用 住宅用

機器仕様 設計図による。

配線方式 直列ユニット式 幹線分岐式

アンテナ ＶＨＦ ＵＨＦ ＢＳ ＣＳ ＡＭ ＦＭ

機器仕様 設計図による。

ＣＡＴＶ

支持ポ－ルの取付 壁面支持形 自立形

受信機 Ｐ型　１級　　回線（　 単独　　　　　複合　）※既設を移設する

Ｒ型　　　　　回線（　 単独　　　　　複合　）

機器配置 各機器単独配置 専用総合盤 消火栓箱に組込

消火ポンプの起動 発信機と連動 単独押釦設置

自動閉鎖装置 連動制御器　　回線（　 単独　　　　　受信機と一体）

機器仕様 設計図による。

－１９９２－２００３ＪＩＳ Ａ ４２０１

受雷部 突針 棟上導体 金属製手摺等

避雷導線 引下げ導線 建築構造体利用

接地極 接地極埋設 建築構造体利用

（保護レベル Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 各種組合せ）メッシュ法角度法回転球体法保護範囲

配線方式

地中線路の余長

標識シ－ト等

装柱機材

外灯基礎

表装復旧

その他

地中線式（　 直埋式　　　管路式） 架空線式

マンホ－ル、ハンドホ－ル内でケ－ブルの余長を見込む。※

直埋式の道路横断箇所は管路とし、その両端は約１ｍの余長を見込む。※

高圧・低圧・通信線路に標識シ－トなどを埋設する。※

一般形 耐塩形

本工事 別途工事

別途工事

地中線路にはケ－ブル埋設標を設ける。※

屋外及び屋上の機器類のチャンネルベ－ス・架台及びケ－ブルラック・ワイヤリング※

ダクト・ボックス類・ボルトは、溶融亜鉛メッキまたはＳＵＳとする。

厚鋼電線管 ＳＧＰ ＦＥＰ ＨＩＶＥ

本工事（　 コンクリ－ト　　アスファルト　　芝生）

機器取付け高は下表を標準とする。ただし監督員の指示により変更することがある。

機器取付け高表

０.８・０.９天井高×　　　　　   は、天井高が　　　　　　　　    　　ｍｍの場合を適用する。２,５００～３,０００

電力量計箱 地上～上端 ２０００ 壁掛形インタ－ホン 床上～中心 １５００

引込開閉器 床上～上端 １８００ 壁掛形親時計 床上～中心 １５００

制御盤 床上～上端 １９００以下 壁掛形子時計 床上～中心 （天井高）×０.９

手元開閉器 床上～中心 １５００ 表示盤 床上～中心 （天井高）×０.９

分電盤 床上～上端 １９００以下 壁付発信器 床上～中心 １３００

タンブラスイッチ 床上～中心 １３００ 床上～中心 （天井高）×０.９ベル、チャイム、ブザ－

コンセント（一般） 床上～中心 ３００ 同上押釦 床上～中心 １３００

コンセント（和室） 床上～中心 １５０ テレビ分配箱 床上～中心 （天井高）×０.９

コンセント（台上） 台上～中心 １５０ テレビ口（一般） 床上～中心 ３００

ブラケット（一般） 床上～中心 ２１００ テレビ口（和室） 床上～中心 １５０

ブラケット（鏡上） 鏡端～中心 １５０ 火報受信機 床上～操作 ８００～１５００

室内端子盤 床上～下端 ３００ 火報副受信機 床上～操作 ８００～１５００

中間端子盤 床上～中心 １５００ 総合盤 床上～中心 ８００～１５００

電話口（一般） 床上～中心 ３００ ジョイントボックス 床上～中心 ２０００

電話口（和室） 床上～中心 １５０ 発信機 床上～中心 ８００～１５００

壁掛形スピ－カ 床上～中心 （天井高）×０.９

音量調節器 床上～中心 １３００

名　称 測点 測点 取付け高（ｍｍ）名　称取付け高（　　）ｍｍ

２００／１００Ｖ

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

受
　
変
　
電
　
設
　
備

自
　
家
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電
　
設
　
備
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流
　
電
　
源
　
設
　
備

動
　
力
　
設
　
備

電
　
　
　
灯
　
　
　
設
　
　
　
備

電
　
話
　
設
　
備

電
気
時
計
設
備

放
 
送
 
設
 
備

表
 
示
 
設
 
備

設
備

テ
レ
ビ
共
聴
設
備

火
災
報
知
設
備

避
 
 
雷
 
 
設
 
 
備

屋
 
 
外
 
 
電
 
 
気
 
 
設
 
 
備

図面及び特記仕様に記載されていない事項は全て国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

引込柱への立上配管 ＰＥ

イ
ン
ター

ホ
ン

３

４

５

６

７

８

９

１０

319.64

11.96
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キュービクル改修図及び分電盤結線図
Ｅ ０２

１

３

５

７

２

４

６

９

11

13

15

８

10

12

14

16

ｱｰｽ端子は分岐回路毎に設けること。

2P(1E)50/20・2P(2E)50/20は、1Pｻｲｽﾞの2Pﾌﾞﾚｰｶとする。

屋内壁掛型（露出）指定色塗装仕上げ

VA VA

17 18

Ｌ － １

ELCB3P100/75

照明　保育室１

照明　給湯室　他

ｺﾝｾﾝﾄ　職員更衣室　他

ｺﾝｾﾝﾄ　給湯室内洗濯機

ｺﾝｾﾝﾄ　給湯室内ＩＨヒーター

ｺﾝｾﾝﾄ　男子、女子便所

予備

予備

照明　保育室２、３

ｺﾝｾﾝﾄ　保育室１

ｺﾝｾﾝﾄ　保育室３

ｺﾝｾﾝﾄ　給湯室

ｺﾝｾﾝﾄ　給湯室内電気温水器

ｺﾝｾﾝﾄ　ﾐﾆｷｯﾁﾝ照明、換気扇

屋外汚水ポンプ制御盤

予備

予備

５６３

７３１

４００

５００

１２００

１３００

３９６

（５００）

（５００）

７８１

５００

４００

８００

１１００

８０

６００

（５００）

（５００）

計　１１、３５１ＶＡ（内、予備２、０００ＶＡ）

MCCB2P(1E)50/20－14

MCCB2P(2E)50/20－ 4（予備回路）

3φ3W 200V

合計：12.012KW

C=4.61KW

保育室１エアコン 保育室３エアコン

C=2.99KW

F=（0.15*2+0.2*2）KW F=0.15+0.211KW F=0.15+0.211KW

EM-CE8sq-4c EM-CE5.5sq-4c EM-CE5.5sq-4c

ELCB3P
50AF/40AT 50AF/30AT

ELCB3P ELCB3P
50AF/30AT

屋外防雨型　壁掛（露出）指定色塗装仕上げ

Ｐ － １

（EM-CET38sq）

（EM-CET22sq）

C=2.99KW

保育室２エアコン

ｺﾝｾﾝﾄ　保育室２

1φ3W 200V/100V

CT x2

F x2

AS

VS

300V

Ａ

Ｖ

CT x2

F x2

AS

VS
300VＶ

構内引込第１柱

CH

CH

LBS
7.2KV 200A

PF x3

P.Tr

6.6KV/210V

L.Tr

6.6KV/210-105V

AC100V

THR-1 THR-2

EB

EA,D

C  7020V

放電抵抗内蔵

600/5A

7.2KV 30A

AOG 7.2KV 100A 

6KV EM-CET 38sq

VCT

3φ 75KVA1φ 50KVA3φ 24.5kvar

Ａ 500/5A

PC×3
7.2KV　30A

ｾﾊﾟﾚｰﾀ
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既 設 高 圧 受 電 設 備 単 線 結 線 図

キュービクル（２面体　屋外型）実線部分を改修（破線部分は既設）　　　

※ ※

改修事項

既設　仮設棟ｷｯｽﾞﾙｰﾑ送りﾌﾞﾚｰｶ（MCCB3P50/50　1φ、3φ共同じ）を撤去し取替え

※

3φ3W6.6KV　60Hz
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A3：S=1/141
A2：S=1/100

上
部

：
バ

ル
コ

ニ
ー

上部：バルコニー

(本工事対象外)

既設校舎
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1
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2
,
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1
6
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0
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Y3

Y2

Y1

6,000 6,000 8,000

20,000

X1 X2 X3 X4

200 100 100 200

←柱中心 ←柱中心 柱中心→ 柱中心→

2
0
0

9
5

2
0
0

柱
中

心
→

柱
中
心

→
←
柱

中
心

1,275 925500

2,700

１階平面図　　S=1:100

保育室３エアコン室外機
C=2.99KW、F=0.15+0.211KW

C=2.99KW、F=0.15+0.211KW
保育室２エアコン室外機

保育室１エアコン室外機
C=4.61KW、F=（0.15*2+0.2*2）KW

汚水槽

ﾎﾟﾝﾌﾟ：100V0.4KW×2

空気清浄機 空気清浄機

空気清浄機

IHﾋｰﾀｰ：1,300W＋電気温水器：1,100W＋照明,換気扇

3

2ET

2 2

2ET

3

3

2ET

2333

2ET

2ET

2

2ET
2

2

2

2

2

2

Ｌ－１

ET

ET

ET

ET

ET

ET

ET

ET

ET

Ｐ－１

汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤

Ｐ Ｐ

ﾎﾟﾝﾌﾟ付属ｹｰﾌﾞﾙ(HIVE22)×2

EM-CE5.5sq-4c（E31)機器接続部（F2,30塩ビ被覆）

EM-CE5.5sq-4c（E31)機器接続部（F2,30塩ビ被覆）

EM-CE8sq-4c（E31)機器接続部（F2,30塩ビ被覆）

注記　配管支持材はSUSﾀﾞｸﾀｰ，SUSｸﾘｯﾌﾟ使用

2ET

〃

〃

大角形埋込ｺﾝｾﾝﾄ

〃

2P15A-2

2P15A-1

2P15A-1(ET付)

2P15A-2(ET付)

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

2

ET

凡　　　例

記 号 名 称 摘 　 　 要

2P15A-1　E付

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

2ET

E 〃

但し、壁内はＰＦ管保護とすること。

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF2.0-3C（1cｱｰｽ）

EM-EEF2.0-2C(PF22)

＜注記＞　図中明記なき配管配線は下記とする。

EM-EEF2.0-3C（1cｱｰｽ）(PF22)

〃 〃 〃3 2P15A-3

防火区画貫通措置防 火 区 画

Ｅ ０３

動力　コンセント設備図

スロープ

UP

洗濯機ﾊﾟﾝ
掃除具入れ

男子便所 女子便所

廊下

倉庫

玄関

ポーチ

渡り廊下

犬走り

犬走り

手洗い

足洗場

室
外
機
置
場

保育室３ 保育室２ 保育室１

ホール

給湯室

職員更衣室
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照明器具姿図

Ａ

ＬＥＤブラケット　６０形電球１灯器具相当

拡散タイプ、天井直付型・壁直付型、ツマミネジ方式

カバー：アクリル（乳白つや消し）、（ホワイト）

ＬＥＤポーチライト　６０形電球１灯器具相当

壁直付型、防雨型

カバー：アクリル（乳白）

プラスチック（ホワイト）

ＬＥＤダウンライト　６０形

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒タイプ＞、軒下用（防雨型）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

パネル：アクリル（透明）

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

ｉＤシリーズ埋込２０形　Ｗ１５０

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

ｉＤシリーズ埋込型４０形下面開放型　Ｗ１５０　単体

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

ＬＥＤダウンライト　１００形

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

反射板（下部）：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

枠：アルミダイカスト（ホワイトつや消し仕上）

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

本体：鋼板（白色粉体塗装）

ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

消費電力４３．１W、定格出力型

昼白色

消費電力２０．６W、定格出力型

昼白色

消費電力３２．５W、定格出力型

昼白色

消費電力４３．１W、定格出力型

昼白色 昼白色

昼白色

埋込穴φ７５

消費電力３２．５W、定格出力型

埋込穴φ７５

器具光束２８０ｌｍ、消費電力５Ｗ

電球色

埋込穴φ１５０

器具光束５４０ｌｍ、消費電力６．１Ｗ

昼白色

直付型４０形Ｄスタイル　Ｗ２３０ 直付型４０形Ｄスタイル　Ｗ１５０ 直付型４０形Ｄスタイル　Ｗ１５０ 直付形４０形Ｄスタイル　防湿型・防雨型　Ｗ１５０

直付型４０形ウォールウォッシャ ＬＥＤダウンライト　ＦＨＴ４２形器具相当

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ

Ｍ Ｎ

ＬＳＳ１０－６８００ＬＭ ＬＳＳ９－３２００ＬＭ ＬＳＳ９－４９００ＬＭ ＬＳＳ９ＭＰ／ＲＰ－４６５０ＬＭ ＬＲＳ６－６６００ＬＭ ＬＲＳ６－３０００ＬＭ－２

防湿型・防雨型ライトバー（カバー）

ポリカーボネート（乳白）

消費電力３２．５W、定格出力型 消費電力２３W、定格出力型

消費電力７．９W 消費電力５W

一般タイプ８８５ｌｍ ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、一般タイプ５１０ｌｍ

ＬＲＳ１ＲＰ－１７００ＬＭ

ＬＥＤダウンライト　白熱灯６０形器具相当

ＬＥＤ＜ワンコア（ひと粒タイプ＞、軒下用（防雨型）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

パネル：アクリル（透明）

器具光束５３５ｌｍ、消費電力５．５Ｗ

埋込穴φ１５０

器具光束１７００ｌｍ、消費電力１５．９Ｗ

ｉＤシリーズ直付型２０形ｉスタイル　防湿型・防雨型

本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）

防湿型・防雨型ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

ＬＳＳ１ＭＰ／ＲＰ－１４００ＬＭ－２

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ

消費電力１２．１Ｗ
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可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事

照明設備図
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但し、壁内はＰＦ管保護とすること。

＜注記＞　図中明記なき配管配線は下記とする。

EM-EEF1.6-3C（1cｱｰｽ）

EM-EEF1.6-2C

2.0
EM-EEF1.6-3C

EM-EEF2.0-3C（1cｱｰｽ）

埋込ｽｲｯﾁ

〃

〃

1P15A 大角形 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

　〃

　〃

　　〃

　　〃

3

〃

熱線ｾﾝｻｰｽｲｯﾁ 親器 天井埋込

天井埋込

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

〃

記 号 名 称 摘 　 　 要 参 考 型 番

〃 　〃 　　〃

3A　点灯照度設定可能型 EE4413K ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ同等品

〃

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ同等品

切替ｽｲｯﾁ

自動点滅器A

L

4 4W15A

3W15A

〃

防火区画貫通措置

　〃 　　〃

WTK24818

凡　　　例

ａ

ｂ

１回路用

子器　 WTK2910K

WTC5820W

D

注記　スイッチにおいて（ネーム）と明記したものは全てネームスイッチとする。

1P4A(ﾗﾝﾌﾟ付)

1P10A　消し遅れ30秒

ｴ;3W
L;ｱ

1.6(E25)

大角形埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15A-1 新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

防火区画

扇 風 機 壁掛型　既設品再取付

掃除具入れ
洗濯機ﾊﾟﾝ

手洗い玄関

UP
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職員更衣室 男子便所 女子便所
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室
外
機
置
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Ｔ－１

上部取付

記 号 名 称 摘 　 　 要

弱電盤

但し、壁内はＰＦ管保護とすること。

＜注記＞　図中明記なき配管配線は下記とする。

EM-HP1.2-3C　放送

アッテネータ

2TEL

天井埋込形　３Ｗ　　１２ｃｍタイプ（埋込穴150φ）樹脂枠、アルミネット

埋込形　入力：0.5～6W　新金属プレート

電話コンセント 埋込形　TELﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ（４芯）×２個口　ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ（鋼製）中四浅形　１個用新金属プレート

防火区画 防火区画貫通措置

スチール製壁埋込形　指定色塗装仕上げ

弱電設備図
Ｅ ０６

TEL TEL
ﾎﾞﾀﾝ電話ｹｰﾌﾞﾙ0.65-2P　×2

Ｔ－１

スピーカー

2

TEL

TEL
TEL

放送、時計：10P端子　電話：10P端子　ＬＡＮ：ＨＵＢ　ＴＶ：分配器　いずれもスペース確保のこと。
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天井裏 天井裏

天井裏

Ω

Ω

２３
２４

天井裏

２種

警 戒 区 域 番 号

記　号 摘　要

光電式　２種Ｓ

名　称

差動式スポット型感知器

煙 感 知 器

定温式スポット型感知器

凡　例

１種　防水型

EM-AE1.2-2C

但し、壁内はＰＦ管保護とすること。

＜注記＞　図中明記なき配管配線は下記とする。

NO

発 信 機

ラ ン プ

ベ ル

Ｐ－１　埋込型

赤色ＬＥＤランプ

１５０φ

防火区画貫通措置防 火 区 画

自火報設備図
Ｅ ０７
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給食室
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芝

普通教室普通教室

準備室

倉庫

図工室特別教室特別教室

ポーチ

資料室1

UP

UP

UP

１階　平面図　　　S=1/200
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屋外階段
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ﾎﾟﾝﾌﾟ室

焼却炉棟

倉庫1

楽焼棟

受水槽

Ｐ－１

既設引込柱

立上げ　(PE54)　H=GL＋3.0mまで

改修あり：単線結線図参照
既設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

SUSﾀﾞｸﾀｰ

F2
F2

F2

F2

ED

ED

ED

既設配管

簡易ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

土部

Ａ

露出

Ｃ

Ｂ

Ｂ Ｃ

Ｂ

地中

Ｃ

地中

予備 接地

FEP30

FEP30

FEP30

FEP30EM-IE5.5sq

EM-IE8sq(PF-D16) EM-IE5.5sq(PF-D16)

EM-IE8sq(PF-D16)

EM-CET38sq（ﾒｯｾﾝ吊り）
天井内

EM-CET38sq

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ

露出

Ｄ

1φ EM-CET38sq E51

3φ EM-CET38sq E51

図中「F2」は金属製可とう電線管（ﾋﾞﾆﾙ被覆）

とする

PB:WP,SUS　400×400×300

PB:WP,SUS　400×400×300

PB:WP,SUS　400×400×300

PB:WP,SUS　400×400×300

天井スラブ面配管

ﾌﾞﾗｹｯﾄ（ｱﾙﾐ製）@=1.5m以内

天井内

GL

FEP

PE管

PEﾉｰﾏﾙﾍﾞﾝﾄﾞ

ブロック式ハンドホール

600×600×600

埋没標示杭　コンクリート製

埋設標示シート

ＦＥＰ管
50

50
砂

Ｗ

W=150(2倍)

(H1-6)

GL

埋設配管参考図

AS

600

埋設標示シート

ＦＥＰ管
50

50
砂

Ｗ

W=150(2倍)

GL

600

EM-HP1.2-5P（既設25）に入線

EM-HP1.2-5P（既設25）に入線

EM-HP1.2-5P

本工事建物

PB:WP,SUS　150×150×150

PB:WP,SUS　150×150×150

EM-HP1.2-5P（E25)露出

凡 例

校舎全体　１階電気設備図

PB:WP,SUS　300×400×300

特記事項

露出配管支持金具はSUS製ﾀﾞｸﾀｰ、及びｸﾘｯﾌﾟを使用のこと
又、露出配管は指定色塗装仕上げとする。

Ｅ ０８

予備 Ｃ

Ａ

Ｂ

鉄蓋：R2K-60(電気文字入)

注記　露出配管はＰＥ管を除き指定色塗装仕上げとする。

1φ　EM-CET38sq（FEP50）地中埋設
3φ　EM-CET38sq（FEP50）地中埋設

E39

E39

倉庫
ポーチ

玄関

スロープ

UP

EM-HP1.2-3c放送 EM-HP1.2-3c放送 EM-HP1.2-3c放送

EM-FCPEE0.65-5PTEL EM-FCPEE0.65-5PTEL TEL EM-FCPEE0.65-5P

廊下
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既設引込柱

1φ　EM-CET38sq（FEP50）
3φ　EM-CET38sq（FEP50）PB

既設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

1φ　EM-CET38sq（E51）
3φ　EM-CET38sq（E51）

天井裏配管敷設

1φ　DV38sq×3
3φ　DV38sq×3

ｴﾝﾄﾗﾝｽｷｬｯﾌﾟ

EM-CET38sq（PE54)　×2 同左

同左

EM-CET38sq（E51)　×2

化粧鋼板穴開け貫通（ｺｰｷﾝｸﾞ処理）

化粧鋼板

同左

引留金物：みぞ形鋼　SS400　6*65*125　L=500
EM-CET38sq（F2-50)　×2

PB

渡り廊下断面図　S=1/60

右図参照 右図参照

1φ　EM-CET38sq（E51）
3φ　EM-CET38sq（E51）

露出

PB:WP,SUS　400×400×300

PB:WP,SUS　300×300×200

EM-AE1.2-2c
既設子時計より分岐

立下げＭＭ使用

天井裏

既設ﾎﾞｯｸｽ撤去後新設ＰＢ内で配線接続

※

※

Ａ

Ａ

EM-S-7C-FB

EM-FCPEE0.65-5P

テレビ共聴

LAN

EM-HP1.2-3c放送

予備 Ｃ

露出

1φ　DV38sq×3
3φ　DV38sq×3

既設天井点検口

立上げ　(PE54)×2　H=GL＋3.0mまで

既設天井点検口

露出配管支持金具はSUS製ﾀﾞｸﾀｰ、及びｸﾘｯﾌﾟを使用のこと

本工事建物

校舎全体　２階電気設備図

既設自火報受信機

（消防署申請手続き含む）

改修事項：本工事分窓表示及び結線等一式

特記事項

又、露出配管は指定色塗装仕上げとする。

Ｅ ０９

EM-CAT5E

時計

TEL

EM-AE1.2-2c

E39

E39

E39



Ｎ

±0

-7890

-8430

-5560

-5940

-6460
-230

-390

-290

-3670 -2110
-290

-30

-200

-250

+170

-6050

+170

+170

+170
+170

+170

-5710
-1220

-1320

-3030

-340

-5200

+170

-7550

CL

CL

CL

CL

CL

+170

+360

-260

+170

-3770

-7070

+170

-260

+200
BM±0

下水ﾏﾝﾎｰﾙ

-4070

-260

-4550

-6520

-20

-340

+170-310

階数構造

3階RC造

RC造 3階

RC造 3階

2階RC造

3階

RC造 1階

RC造 1階

RC造 1階

S造 1階

S造 1階

S造 1階

S造 1階

CB造 1階

S造 1階

S造 1階

S造 1階

1階木造

木造 1階

CB造 1階

S造 1階

S造 1階

S造 1階

S造 1階

建物名称番号

渡り廊下

合計

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

体育器具庫

ﾌﾟｰﾙ附属棟

屋内運動場

屋外ﾄｲﾚ

焼却炉棟

倉庫1

楽焼棟

倉庫2

倉庫3

動物飼育小屋1

動物飼育小屋2

動物飼育小屋3

更衣室

倉庫4

倉庫5

防災倉庫

倉庫6

合計

既設建物リスト

北舎

南舎

鉄骨造 平屋建

既設プレハブ校舎

市道2090号線

道路幅員 11.40ｍ

市
道
20
92
号
線

道
路
幅
員
 5
.8
0ｍ

4,000

21,
400

道路境界線 18
,50

0 道路境界線 27,70
0

道路境界線 23,600
道路境界線 25,700

3,000

道
路
境
界
線
 3
5,
00
0

15
,8
00

道
路
境
界
線
 3
3,
00
0

4,
00
0

5,000

12
,3
00

18
,5
00

14,
900

13,
700

19,000道路境界線 30,000道路境界線 25,000

8,000

道路境界線 35,
000

5
,0
00

市道2088号線
道路幅員 11.40ｍ

道路境界線 26,500

道
路
境
界
線
 7
9,
00
0

市
道
20
91
号
線

道
路
幅
員
 1
2.
00
ｍ

道
路
境
界
線
 5
9,
00
0

道
路
境
界
線
 4
1,
00
0

道
路
境
界
線
 7
2,
00
0

道
路
境
界
線
 4
5,
00
0

道
路
境
界
線
 4
4,
00
0

市
道
21
02
号
線

道
路
幅
員
 5
.8
0ｍ

15
,3
00

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

+170

最高高さH=5,500
鉄骨造 平屋建
ｷｯｽﾞｸﾗﾌﾞ

工事建物２
渡り廊下
鉄骨造 平屋建
最高高さH=3,500

既設渡り廊下

鉄骨造 平屋建

工事建物１
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可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事
Ｅ

既設プレハブ校舎　屋外電気設備図

A2：S=1/800
A3：S=1/1132

凡　例

BMからのﾚﾍﾞﾙ高さを示す

本工事対象建物　新築工事を示す

本工事対象建物　解体工事を示す

敷地出入口を示す

池

プール

1-1

1-2

1-4

3

4

7

9

12

13

15

17 16

14

18

19
5

花
壇

花
壇

門扉

8

2

受 変

11

10

1-3

花
壇

花
壇

花
壇

花
壇

6

17

18

19

1-3

1-4

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1-2

1-1

グラウンド

ﾈｯﾄ
ﾌｪﾝ

ｽ H
=15

00

電柱～キュービクル部

1φ3W CV14sq-3C

3φ3W CV14sq-3C

既設電柱使用

架空部

1φ3W CV14sq-3C

3φ3W CV14sq-3C

廊下横断部（2F渡り廊下、天井面露出配管）

放送室
HUBAMP

屋外電気設備図　　S=1/800

放送、既設放送アンプへ接続（放送室内）

200

1,000

特記事項

※ 第１工程（既設 渡り廊下）は本工事新築建物の工事前に解体撤去とする。

※ 第２工程（既設 プレハブ校舎)は本工事新築建物の完成･移設完了後に

　 解体撤去とする。

1
1
,
4
0
0

12
,0
00

5,
80
0

5,
80
0

11
,4
00

1
6
,
5
0
0

2
,
0
2
5

5,000 20,000 2,700

27,9754,300

1
0
,
1
0
0

1
0
,8
7
5

既設キュービクル改造
（ブレーカ増設）
（電灯）NFB50AF/50AT
（動力）NFB50AF/50AT

1φ3W CV14sq-3C

3φ3W CV14sq-3C

(露出配管 FEP65)

引込第一柱

(露出配管 FEP65)

(ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ)

図中電気設備配管配線を撤去する。

１０

【 解体撤去図 】

(ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ)放送回路 HP1.2-3C
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可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事 【 解体撤去図 】
Ｅ １１

既設プレハブ校舎　コンセント設備図

コンセント設備図　　S=1/100

界壁 隙間
不燃材充填

鉄ﾊﾟｲﾌﾟ

通り芯壁芯 通り芯 壁芯

普通教室１

廊　下

普通教室２ 特別教室

通り
芯

壁芯
通り

芯

Y ０

Y １

Y ２

Y ６

Y ３

Y ４

Y ５

３X ０ XX ２１X X ４ ５X ７X６X ８X X１７９X X１０ X１１ X１２ X１３ X１４ X１５ X１６

グラウンド

壁芯

VVF2.0-2C

VVF2.0-3C

コンセント回路

4

5

L-A

2

2 2 2
2

2

2 2

2 2 2

2 2

2

上
部

：
バ

ル
コ

ニ
ー

（＋３００）

(本工事対象外)

既設校舎

本工事新築建物

上部：バルコニー

防火区画貫通部分は
貫通処理を施す。

2
,
0
2
5

1,0001,000

A3：S=1/141
A2：S=1/100

4,300

既設 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ校舎 撤去

第２工程

既設渡り廊下の撤去箇所は無しとする。

既設 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ校舎 撤去
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平成29年8月

可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事 【 解体撤去図 】
Ｅ １２

既設プレハブ校舎　電灯設備図（１）

電灯設備図　　S=1/100

グラウンド

通り
芯

壁芯
通り

芯
壁芯

Y ０

Y １

Y ２

Y ６

Y ３

Y ４

Y ５

Y ７

Y ８

Y ９

Y１０

Y１１

Y１３

Y１４

Y１２

通り
芯

壁芯
壁芯

通り
芯

普通教室１

廊　下

普通教室２ 特別教室

通り芯壁芯 通り芯 壁芯

３X ０ XX ２１X X ４ ５X ７X６X ８X X１７９X X１０ X１１ X１２ X１３ X１４ X１５ X１６

X１２ X１３ X１４

通り芯 壁芯壁芯 通り芯

Y１３

Y１４

渡り廊下

界壁 隙間
不燃材充填

鉄ﾊﾟｲﾌﾟ
100φ

吸気ｶﾞﾗﾘ
100φ

吸気ｶﾞﾗﾘ
100φ

吸気ｶﾞﾗﾘ

電灯回路

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C+2C

VVF1.6-3C+2C

VVF1.6-3C+3C

VVF1.6-2C

特記なき配線は下記による

3
1

2

L-A

3

24H
L

24H
L

24H
L

3

WP

WP

(A)x20(A)x12(A)x12

(C)x2(C)x2(C)x2

(D)

(D)

(D)x3

34

(B)x4

3

(D)WP

上
部

：
バ

ル
コ

ニ
ー

(本工事対象外)

既設校舎

（＋３００）

上部：バルコニー

防火区画貫通部分は
貫通処理を施す。

1,0001,000

A3：S=1/141
A2：S=1/100

37
.5

11
,7

00

11
,7

75

37
.5

80
0

37
.5

2,
73

7.
5

10
,8

75

10
,8

00

8,
13

7.
5

37
.5

37.5

8,137.5

27,975

27,900

8,100 11,737.5

37.5

3,600

1,875

37.5

3,675

1,800

37.5

1,
80

0
37

.5

1,
87

5

4,300

37
.5

既設 渡り廊下 撤去

第１工程

既設 渡り廊下 撤去
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可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事 【 解体撤去図 】
Ｅ １３

既設プレハブ校舎　電灯設備図（２）

電灯設備図　　S=1/100

グラウンド

通り
芯

壁芯
通り

芯
壁芯

Y ０

Y １

Y ２

Y ６

Y ３

Y ４

Y ５

普通教室１

廊　下

普通教室２ 特別教室

通り芯壁芯 通り芯 壁芯

３X ０ XX ２１X X ４ ５X ７X６X ８X X１７９X X１０ X１１ X１２ X１３ X１４ X１５ X１６

界壁 隙間
不燃材充填

鉄ﾊﾟｲﾌﾟ
100φ

吸気ｶﾞﾗﾘ
100φ

吸気ｶﾞﾗﾘ
100φ

吸気ｶﾞﾗﾘ

電灯回路

VVF1.6-3C

VVF1.6-2C+2C

VVF1.6-3C+2C

VVF1.6-3C+3C

VVF1.6-2C

特記なき配線は下記による

3
1

2

L-A

3

24H
L

24H
L

24H
L

WP

WP

(A)x20(A)x12(A)x12

(C)x2(C)x2(C)x2

(D)

(D)

34

(B)x4

3

(D)WP

上
部

：
バ

ル
コ

ニ
ー

(本工事対象外)

既設校舎

（＋３００）

本工事新築建物

上部：バルコニー

防火区画貫通部分は
貫通処理を施す。

2
,
0
2
5

1,0001,000

A3：S=1/141
A2：S=1/100

37
.5

2,
73

7.
5

10
,8

75

10
,8

00

8,
13

7.
5

37
.5

37.5

8,137.5

27,975

27,900

8,100 11,737.5

37.5

4,300

第２工程

既設 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ校舎 撤去

既設 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ校舎 撤去
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可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事 【 解体撤去図 】
Ｅ １４

既設プレハブ校舎　照明姿図・盤図

照明姿図・盤図

A2：―
A3：―

A

SB2P20Ax10

ELB3P50AF/50AT

L-A

3 4

65

7 8

109

21

ELB3P50AF/50AT

NFB3P50AF/30ATx2

M-A

照 明 器 具 姿 図

防水(D)(C) 黒板灯

(B) 逆富士(A) 逆富士 HF32Wx1

FL20Wx1HF32Wx1

HF32Wx2

普通教室2照明特別教室照明

普通教室1,廊下,照明

普通教室1,2,コンセント

非常警報盤

特別教室コンセント

予備

予備

予備

予備

予備

エアコン室外機電源

エアコン室外機電源
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可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事 【 解体撤去図 】
Ｅ １５

既設プレハブ校舎　動力・弱電・非常警報設備図

動力・弱電・非常警報設備図　S=1/100

界壁 隙間
不燃材充填

鉄ﾊﾟｲﾌﾟ

グラウンド

通り
芯

壁芯
通り

芯
壁芯

Y ０

Y １

Y ２

Y ６

Y ３

Y ４

Y ５

普通教室１

廊　下

普通教室２ 特別教室

通り芯壁芯 通り芯 壁芯

３X ０ XX ２１X X ４ ５X ７X６X ８X X１７９X X１０ X１１ X１２ X１３ X１４ X１５ X１６

放送回路

非常警報回路

ＴＶ回路

動力回路

ＬＡＮ回路

AE1.2-3C

AE1.6-3C

5C－FB

AE2.6-3C　E2.0

PF－22

特記なき配線は下記による

AVVF1.6-3C

5C-FBTV回路

(PF22)LAN回路 C

放送回路 HP1.2-3C

1φ3W CVT14sq
3φ3W CVT14sq

非常放送設備系統図

x2 x2x1

T-A

小屋裏 小屋裏

記号 名　　　称 個数

個1アッテネーター無し壁付用スピーカー

個1天井用 アッテネーター付きスピーカー

アッテネーター 個1

面1弱電端子盤

No. 各種盤表示番号

M-A

L-A

面1警報盤

R

LAN

T-A

(本工事対象外)

既設校舎

（＋３００）

上部：バルコニー

上
部

：
バ

ル
コ

ニ
ー

本工事新築建物

防火区画貫通部分は
貫通処理を施す。

2
,
0
2
5

1,0001,000

A3：S=1/141
A2：S=1/100

Ｃ

防火区画貫通部分は
貫通処理を施す。

Ｃ

以降別紙参照

既設高圧受電設備へ接続

既設放送室
アンプへ接続

10
,8

00
37

.5
37

.5

10
,8

75

2,
73

7.
5

8,
13

7.
5

37.5

8,137.5

27,900

11,737.5

37.5

27,975

8,100

4,300

第２工程

既設 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ校舎 撤去

既設渡り廊下の撤去箇所は無しとする。

既設 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ校舎 撤去
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０１

可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事

機械設備特記仕様書（１）
Ｍ

平成29年8月

可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事

A3：―
A2：―

Ⅰ

1

2

3

建物概要

工事概要

工事名称

工事種目 （○印のついた設備工事一式を適用する）

工事種目

建物別及び屋外 工　　事　　種　　別

空気調和設備

換気設備

衛生器具設備

屋内給水設備

屋外給水設備

屋内排水設備

屋外排水設備

消火設備

給湯設備

ガス設備

し尿浄化槽設備

さく井設備

厨房機器設備

方式及び種類

空気調和

温風暖房

建物外放流先

汚  水

雑排水

、        KJ/kg）

（・ 直放流下水管      ・ し尿浄化槽）

建物内汚水、雑排水  （・ 分流      ・ 合流）

設備概要（ ・ 印をつけたものが該当項目となる）4

2

1

工事仕様

技能士の適用

発生材の処理

ｺﾝｸﾘｰﾄの調合

使 用 砕 石

アスファルト舗装

埋め戻し土

工事用仮設物

完成図書・その他

特記仕様

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工

共通仕様

事標準仕様書（機械設備工事編　最新版）、公共建築設備工事標準図（機械設備工事編 最新版）

　項目は、番号に　印のついたものを適用する。特記事項は、無印あるいは・印のついたものを適用する。

 9

 8

 7

特　　　　記　　　　事　　　　項項        目分類

工程写真

完成写真及び

測  定  表

容量等の表示

耐 震 施 工

16 スリーブ

18

17 防振吊り金物及び

建物導入部の施工

電線及び電線管等

防振支持金物

20

21

22 鋳鉄製弁類

弁 の 耐 圧

地中埋設標

23

24

25

28

26

27

29

防 振 継 手

保 温 工 事

防 食 処 置

地中配管埋設深さ

天井仕上げ区分

水質検査（11項目）

引渡し後の検査

土中埋設の鋼管類（油配管を除く）の防食材は、

  呼称150A 以上 250A 以下は、500mm 以上とする。

  呼称 80A 以下は、300mm 以上とする。

  呼称100A 以上 125A 以下は、400mm 以上とする。

　室名に△印を付した部屋は、天井材を貼らない部屋を示す。

　車輌通路では、管の上端より 600mm 以上とする。

受水槽室、給食室、上水道引込工事、給水本管(40A以上）工事では実施する。

引渡し後の検査時期は下記により、請負者は検査に立会うものとする。

・引渡し　1年後　　　・引渡し　2年後

ＧＷ叉は、ＲＷ保温筒

2

1

（調整目標値）

設計条件

パッケージ形空気調和機

％

56.5

51.8 50.0 ％夏   期

冬   期

屋      外 屋      内

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

％ ％40.0

℃

 0.2

36.6

℃

℃

℃

  ・ 亜鉛鍍金鋼板）屋内露出部分は、（・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板  ・ 着色亜鉛鍍金鋼板）により

  ラッキングを行う。

3

4

5

6

煤煙濃度計

媒じん量測定口

膨張タンク

遠隔油量指示計

ダ  ク  ト

チャンバー等

　指示計は、屋内と屋外に設ける。

11

12

13

ピストンダンパー

瞬間流量計

吹出口、吸込口

保      温

温  度  計

圧  力  計14

15 空調機器の電動機出力

図示されたチャンバーには、寸法（・ 約 400x500H ・ 約 500x600H）の点検口を設ける。

　内貼りを施すチャンバー等の表示寸法は、外法寸法とする。

　アネモ形吹出口接続用ボックスは、吹出口のネック径 200mm 以下は、約400×400×250H、

　200mm を超えるものは、約500×500×300Hとする。

復帰操作（ ・ 遠隔式      ・ 手元式）

取付箇所は、次による。

ユニット形空気調和機

ヘッダーの各送り管

指示部を着脱可能なタイプを設ける。（取付箇所は、図示による）

取付箇所は前記による。

瞬間流量計を設けない場合は、ピトー管式流量計用タッピングのみを設ける。

温水ボイラー及びヘッダー（往、還）の温度計は、入口側のみに取付ける。

100mmとする。

　温度計は円形又はＬ形とし円形温度計の場合は、バイメタル式とし目盛板外径は、

　空調機器の圧縮機、ファン用電動機出力は、空調機基本仕様（空調能力、送風量等）を

満足すれば設計仕様と異なっても可能とする。

空気調和設備の７項による。

空気調和設備の９項による。

空気調和設備の１１項による。

1

2

3

換
気
設
備

衛 

生 

器 

具 

設 

備

1

2

3

4

5

6

・ アルミニウム製 ・ 鋼製

・ 設けない・ 設ける（検出部と指示部一体）

・ 冷温水ポンプ ・ 冷却水ポンプ

　 ヘッダーの各返り管

　・ 設ける

　・ 設けない

・ 設けない

・ 設ける（口径 80A 以上）

・ 鋼板製・ ステンレス鋼板製（ＳＵＳ－４４４）

　矩形ダクトは、（・ ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法  ・ 共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法 ・ ｽﾗｲﾄﾞﾌﾗﾝｼﾞ工法）による

低圧ダクトとする。但し、共板ﾌﾗﾝｼﾞ工法､ｽﾗｲﾄﾞﾌﾗﾝｼﾞ工法の使用範囲はﾀﾞｸﾄ長辺1,500mm

以下とする。

（・ 防食用プライマー   ・ ペトロラタム系   ・ プチルゴム系）とする。

　設ける（・ 標準仕様書による      ・ 図示による）

分類 項        目 特　　　　記　　　　事　　　　項

耐火カバー

大便器洗浄弁

すみ付ロータンク

小便器洗浄管

掃 除 流 し

水      栓

ダ  ク  ト

ピストンダンパー

吹出口、吸込口

節水機構を有する洗浄弁を（・ 使用する      ・ 使用しない）

防露タイプのロータンクを（・ 使用する      ・ 使用しない）

排水口は、（・ 目皿      ・鎖付き共栓）とする。

水栓（器具付属水栓を含む）は、

（・ 節水コマ      ・ 吊りコマ      ・ 普通コマ）とする。

防火区画を貫通する大便器は耐火カバーを取付ける。

・ 埋込配管とする。

・ 露出配管とする。

合成ゴム製（円筒形使用の場合の全長は、下記による）

主任技術者等

・ 給水方式

・ 自動制御方式

・ 暖房方式

・ 空調方式

・ 消火設備の種別

・ ガスの種類

・ 電気式 ・ 空気式 ・ 電子式

・ ダクト方式

・ ファンコイルダクト方式

・ ダクト方式 ・ パッケージ方式

（・ 市水      ・　井水 ）

・ 圧力タンク方式

（・ 直放流下水管      ・ 合併処理槽      ・ 側溝）

・ 水道直結方式

・ 都市ガス

・ 屋内消火栓設備

・ 連結散水設備

・ 連結送水管設備

・ スプリンクラー設備

・ 粉末消火設備

・ 屋外消火栓設備

・ 泡消火設備

・ 液化石油ガス

（発熱量：    　　    KJ/m346,000

構内につくることが

透水性舗装を除いて、アスファルト混合剤は再生アスファルトとする。

埋設配管の敷き砕石、桝類の下部砕石は、再生砕石を使用する。

　温度、湿度、風量などの測定表を提出する。ただし測定箇所などは監督員の指示による。

機器類の能力、容量等は原則として表示された数値以上とする。

　電動機出力等は原則として表示された数値以下とする。ただし電動機で図面に表示され

た数値未満のものを使用する場合は､10%以上余裕を持ったものとする。

　本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続き等の費用は、すべて請負者の負担とする。

水蜜を要するスリーブは、鍔付鋼管スリーブとするも鋼管にリングスリーブ２本でも可

次に示す配管

口径 65A 以上の配管（・ 冷温水   ・ 冷却水    ・ 揚水）

　次の配管には防振吊り金物（・ シングル  ・ダブル）又は、防振支持金物を設ける。

建物導入配管（給水、消火、ガス）は、変位吸収配管による。

ただし、屋外及び地下ピット内等を除く。

　なお、PF管は、波付き１重管とする。

　　合成樹脂製可とう管（ＰＦ管）及び付属品はサイズ 22mm 迄のものを使用する。

　　位置ボックス類は、原則としてビニール製とするも、床位置ボックスは鋼製とし接

　地を施すものとする。又金属製ボックス類は、全て絶縁ワックスを塗布する。

　　スラブ配管はサイズ 25mm 以下に限り認める。

　　分電盤、制御盤、端子盤などの二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管路

　などは、監督職員の承諾を受けて図面表示と多少相違しても差し支えない。

　　長さ 1m 以上の入線しない電線管には、1.2 mm 以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

　　最上階の天井スラブへの埋込配管は、原則として避けるものとする。

表面径 100mm のアルミ製

ライニング鋼管の配管に取付ける弁は、ライニング弁を､

・ 使用する ・ 使用しない

設置範囲（・ 標準仕様書による    ・ 図示部分        ）

100kg を超える機械設備機器

　設計用水平地震力は、工事監理指針耐震施工に準拠するものとする。

施設区分は下記とする。なお、耐震施工上の地域係数は１とする。

・　給水機器

　施設区分　　　・　特定施設　　　　　・　一般の施設

・　消火機器・　水槽類

　　振れ止め施工については、上記以外についても手で触れて揺れない程度に全ての配

　管、機器について実施する。

　なお、水槽は特記無い限り重要設備機器とする。

・ 適用する

・ 適用しない

・ 熱絶縁施工

・ 建築板金（ダクト板金作業）

・ 配管（建築配管作業）

・ 冷凍空気調和機器施工

（ ・ １級管工事施工管理技師　　・ ２級管工事施工管理技師）

工事用電力・水・その他

・ できない

・ 構外搬出適切処理

・ 標準仕様書による

・ できる

・ 構内指示の場所に敷きならし

・ 根切り土の中の良質土 ・ 山砂の類

  大型重量機器の基礎等に用いるコンクリート強度は、温度補正と割増し3N/mm2を適用

ａ  合成樹脂管配線

ｂ  スラブ配管

ｃ  電線本数・管路など

ｄ その他

ｃ　重要度の高い設備機器

ｂ　地 震 力

ａ　適用範囲

ｄ  呼  び  線

ｅ  最上階の埋込配管

ａ　特記のない弁は、ＪＩＳ　１０Ｋとする。

ｂ　油系に使用する弁は、ＪＩＳ　１０Ｋ（マレブル弁等）とする。

ｃ　水道直結給水配管系に使用する弁は、ＪＩＳ　１０Ｋとする。

ａ　保温材

ａ　電気ﾋｰﾀｰ（   KW 以上）を組込む場合は、送風機に残留運転回路を設ける。

ｂ　冷暖房の能力は、ＪＩＳ　Ｂ　８６１６による表示とする。

ｃ　冷媒管の保温は、国土交通省仕様による。ただし屋外露出部分は、（・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板

ｄ 圧縮機用電動機の合計出力が    KW未満は、すべて製造者の標準仕様による。

ｂ　隠蔽ダクトのフランジ部（補強を含む）はフランジ高さ10mmまで保温施工する。

ａ　空気調和機の吸込側及び吐出側に接続するチャンバーの板厚は、1.2mm以上とする。

ａ　外気取入ダクトのうち暖房室、浴室及び厨房内を通るダクトは、保温を行う。

Ⅱ

○

機　械　設　備　工  事  特  記  仕  様  書
及び監督職員の指示による。

○

○

○

・ 排水方式

・ 高置水槽方式

建築工事仕様書による。

建築工事仕様書による。

（２０１４年版）によるほか下記による計算書を監督職員に提出する。

工事場所

　設備機器の固定は、国土交通省国土技術政策総合研究所の「建築設備耐震設計施工指針」

岐阜県可児市桜ケ丘5丁目55-2

消 施 令 の 適 用

別表第１(    )項

別表第１(    )項

別表第１(    )項

別表第１(    )項

備 考建  物  名  称

解体
工事

新築
工事

延 面 積 (㎡)構造及び階数

鉄骨造　軽量鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ構造

鉄骨造　軽量鉄骨ﾌﾞﾚｰｽ構造 25.46

305.85

キッズクラブ

渡り廊下

旧キッズクラブ

旧渡り廊下

キッズクラブ 渡り廊下
解体

旧キッズクラブ
解体

旧渡り廊下 屋　外

 6

 5

 3

 2

 1

10

11

12

13

14

15

19

7

8

 9

10

する。

　監督職員の指示により適切に処理する。

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

空
　
　
気
　
　
調
　
　
和
　
　
設
　
　
備○

○

○

○

○

 4

残 土 処 分

27.0

20.0

鉄骨造　平屋建て

鉄骨造　平屋建て

319.64

11.96

別表第１(    )項１５

１５

・　可児市建設工事共通仕様書（可児市ＨＰにて閲覧可）
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可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事
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機械設備特記仕様書（２）平成29年8月

A2：―
A3：―

分類 項        目 特　　　　記　　　　事　　　　項 分類 分類

 1

2

3

据付架台は、製造者標準仕様の溶融亜鉛めっきとする。

水道事業者の認定品とする。

ポンプ基礎は、（・ 標準基礎      ・ 防振基礎）とする。

・ 標準図によるＭＣ形

・ 本工事（水道事業者の認定品）

1

2

3

4

量  水  器

機 器 基 礎

タ  ン  ク

引込み納付金

量  水  器

量 水 器 桝

埋設表示テープ

・ 水道事業者の規格品

・ 設ける

・ 不要

1

3

ステンレス流し

排水鉛管の支持

試      験

衛生器具の接続

そ  の  他

流し台  （・ 本工事       ・ 別途工事）

トラップ（・ 本工事       ・ 別途工事）

満水試験は、満水試験継手又はサニーテスターにて行う。

煙試験

排水鉛管の支持金具は、ゴム等にて保護して支持する。

ステンレス製流しの床上部分の配管は、ＶＰ管を使用してもよい。

排水用鉛管を　・ 使用する　　　・ 使用しない

・ 行う

放流納付金 ・ 要（・ 本工事     ・ 別途工事） ・ 不要1

消火栓弁の耐圧

屋内消火栓箱

1

2

・ 1Mpa

・ 消火器収納ボックス付易操作性1号屋内消火栓

・ 消火器収納ﾎﾞｯｸｽ付1号屋内消火栓　・ 消火器収納ﾎﾞｯｸｽ付２号屋内消火栓箱内に別途

　 機器（発信機及びランプ等）接続端子取付用の木板を設ける。

・ 易操作性1号屋内消火栓　　・ 1号屋内消火栓　　・ 2号屋内消火栓　

・ 1.6Mpa

配管の接続法1 一般配管用ステンレス鋼管の接続は、原則メカニカルジョイントとする。

ガスメーター

ガスボンベ

耐震ガス遮断器

ガス漏れ警報器

そ  の  他

ガス配管支持

を施す。

　露出部及び隠蔽部の配管用炭素鋼鋼管の支持は、管に防食テープ等を巻き絶縁処理

・ 借用

・ 借用

・ 設ける

・ 設ける

・ 本工事

・ 本工事

・ 設けない

・ 設けない

2

3

4

5

6

1

処理水量 m3/日

処理方法

処 理 能 力

形      式

放 流 水 質

主要部構造

マンホールふた

臭      突

流 入 管 底

スラブ耐荷重

排 水 方 法

消  毒  剤

槽内配管類の防食

送 風 機 室

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

合併処理

・ 接触ばっ気方式      ・ 長時間ばっ気方式      ・ 回転板接触方式

処理対象人員

・ 現場施工形

・ ＦＲＰ製

製造者標準品

立上がり部は、GL+500H までコンクリートにて根巻きする。

設計ＧＬ－約        mm

土圧のみ

自然流下

固形剤とし予備品 2kg（容器入り）を納入する。

鋼管類（ステンレスを除く）は、タールエポキシ樹脂塗料３回塗りとする。

・ 設けない

・ 槽と一体

・ 設ける（・ 本工事      ・ 別途工事）

・ 図示による

ポンプ排水（排水槽内径      mm、深さ      mm）

・ 20N/㎡

ＢＯＤ      mg/Lit 以下、ＣＯＤ     mg/Lit 以下、ＳＳ      mg/Lit 以下

・ ユニット形

人

・ コンクリート製

・ ＭＨＡ

・ 35N/㎡ ・ 80N/㎡

・ ＭＨＢ

標準仕様書による。

特　　　　記　　　　事　　　　項

2 風道用材料

(1) ステンレス鋼板

  ＪＩＳ　Ｇ　４３０５（冷間圧延ステンレス鋼板）及びＪＩＳ　Ｇ　４３０７（冷間圧延ステンレ

ス鋼帯）によるＳＵＳ４３０で、ＪＩＳマーク表示品とする。尚、表面仕上げはNo 2Bとする。

(2)

ア

鋼  材

山形鋼

イ

　ＪＩＳ　Ｇ４３１７（冷間圧延ステンレス鋼等辺山形鋼）によるＳＵＳ３０４とする。

ウ

エ

オ

カ

棒  鋼

　ＪＩＳ　Ｇ４３０３（ステンレス棒鋼）によるＳＵＳ３０４とする。

リベット

ボルト及びナット

フランジ用パッキン

溶接棒

　ＪＩＳ　Ｇ１２１３（冷間成形リベット）に準ずるステンレス（ＳＵＳ３０４）製とする。

　石綿系以外のもので自己消燃性及び気密性を有するものとする。尚、厚さは 3mm 以上とする。

　ＪＩＳ　Ｇ１１８０（６角ボルト）及びＪＩＳ　Ｂ１１８１（６角ナット）に準ずるステンレス

（ＳＵＳ３０４）製とする。

(3) 風道付属品

ア 吹出口及び吸込口

　次による他は亜鉛鉄板製風道の風道付属品当該事項による。

(ｱ) ユニバーサル形吹出口の取付枠、可動羽根及び背部のシャッターはステンレス鋼板製とし取付枠の板厚は

0.8mm 以上とする。

(ｲ)

とする。

吸込口の取付枠、シャッター及びスリットはステンレス鋼板製とする。尚、シャッターの板厚は0.8mm 以上

ワイヤー）による。

　ＪＩＳ　Ｚ３２２１（ステンレス鋼被覆アーク溶接棒）、ＪＩＳ　Ｚ３３２１（溶接用ステンレス鋼棒及び

イ 風量調整ダンパー

　ケーシング及び可動羽根は板厚 1.0mm 以上のステンレス鋼板製、ダンパー軸はステンレス鋼棒製軸受けは青

銅、黄銅、またはステンレス鋼製、開閉表示器及び調整ハンドルはステンレス鋼製及びステンレス鋼棒製とする。

ウ 排気フード

(ｱ)

(ｲ)

ステンレス鋼板製（ＳＵＳ４３０、表面仕上げNo.２Ｂ）とし板厚は 1.0mm 以上とする。

なお、板の継目は溶接とし、必要に応じ、補強材を入れる。

フードの下端には 50mm 以上の下がり部を設け、集気部分の傾斜角度は水平面に対し、10゜以上とする。

エ 風量測定口

(ｳ)

(ｴ)

フードの内側周囲には油脂受け溝を設け、10φ～20φ の黄銅製コックを取付ける。

グリスフィルターはステンレス製バッフル形とし、使用数と同数の予備品を納入する。

アルミニウム合金または亜鉛合金製とする。

3 風道の製作及び取付

(1) 次による他は、亜鉛鉄板製風道の一般事項による。

をワイヤーブラシ又はグラインダーで十分除去する。

風道製作の溶接はアーク（ＴＩＧ、ＭＩＧ及び被覆アーク）または抵抗溶接とし、溶接後はスパッタースケール等

(ｱ)

(ｲ)

板の継目

①

②

③

溶接とする。

風道の角の継目は２ヵ所以上とし、ピッツバーグはぜ、ボタンパンチスナップはぜ、スポットまたはアーク

継目は同一面において 900mm 以上、側面の継ぎ目とは300mm以上離す。

流れ方向の継目は、標準の板取りできないものに限り内部甲はぜ継ぎまたはアーク溶接とする。

　最大風速が 15m/sec 以下の風道板厚は表－１による。

尚、両端寸法が異なる風道は、その最大寸法による板厚とする。

板の標準厚さ

0.5

0.6

0.8

1.0

風道の長辺

450 以下

450 を超え 750 以下

750 を超え 1,500 以下

1,500 を超えるもの

標準の板厚

流れに直角方向の継目は、流れ方向に内部甲はぜ継ぎまたはアーク溶接とする。

部はグラインダーなどで平滑に仕上げた後、必要な穴明けを行う。

（最大溶接間隔100mm以下）でも良い。

② フランジと風道との取付はリベットを原則とする。ただし、板厚 1.0mm 以上の風道においてはアーク溶接

③ フランジ接合部はフランジ幅と同一のテープを使用してボルトで気密に締付ける。

特　　　　記　　　　事　　　　項

表－１　　風道の板厚　　単位 (mm)

板の標準厚さ
山 形 鋼

接合用フランジ

最大間隔 呼び径（ステンレス）

フランジ取付用リベット 接合用ボルト

ネジの呼び ボルトの間隔

0.5

0.7

0.8

1.0

25×25×3

30×30×3

40×40×3

40×40×5

4,000

4,000

2,000

2,000

4.0

4.0

4.0

4.0

Ｍ８

Ｍ８

Ｍ８

Ｍ８ 100

100

100

100

ア 矩形風道

風道の接続(ｳ)

① 接続は表－２による接合用フランジを用いて行う。フランジの継ぎ箇所は四隅とし、フランジ接合面の溶接

(ｴ) 風道の補強

① 表－３及び表－４による山形鋼補強とする。尚、補強山形鋼の製作及び加工は、接合用フランジに準ずる。

②

③

補強材と風道との取付はリベットを原則とする。ただし、板厚 1.0mm 以上の風道においてはアーク溶接

（最大溶接間隔100mm以下）でも良い。

長辺が 450mm を超える風道には、間隔 300mm 以下のピッチで補強リブまたは間隔 500mm以下で表－３、

表－４により補強する。

表－２　　接合用フランジ　　単位 (mm)

板の標準厚さ 最大間隔
山形鋼取付用リベット

呼び径（ステンレス） リベットの間隔

0.5

0.6

0.8

1.0

山 形 鋼

40×40×5

40×40×3

30×30×3

25×25×3

1,000

1,000

1,000

2,000

4.0

4.0

4.0

4.0

100

100

100

100

表－３　　風道の横方向の補強　　単位 (mm)

表－４　　風道の縦方向の補強　　単位 (mm)

風道の幅 山 形 鋼 取付箇所
呼び径（ステンレス） リベットの間隔

山形鋼取付用リベット

750 を超え 1,500 以下

1,500 を超えるもの

40×40×3 中央に１箇所 4.0 100

40×40×5 中央に２箇所 4.0 100

板の標準厚さ
つり金物 支持金物

山 形 鋼 最大間隔最大間隔棒鋼山 形 鋼

0.5

0.6

0.8

1.0

25×25×3

30×30×3

40×40×3

40×40×5

8

8

8

8

2,000

1,000

1,000

1,000

25×25×3

30×30×3

40×40×3

40×40×5

4,000

4,000

4,000

4,000

(ｵ) 風道の支持

つり金物及び立て風道の支持金物は表－５による他は亜鉛鉄板製風道の支持に準ずる。

表－６　　配管圧力試験

時 間試    験    圧    力配 管 種 別

屋内消火栓

消火管

油配管

冷温水

冷却水配管

蒸気管

排水管

消火ポンプ締切り圧力の１．５倍

最大使用圧力の１．５倍、その値が

最大使用圧力の２倍、その値が

最大常用圧力の１．５倍

満水試験

0.75Mpa

0.75Mpa 以下の時は 0.75Mpa

0.2Mpa 以下の時は 0.2Mpa

機器メーカー指定値(最低2.8MPとする）

上水直結管

冷媒管

揚水管、給湯管

高架水槽以降の管 の時は 0.75Mpa

全揚程又は静水頭の２倍、その値が

60 分

60 分

60 分

60 分

30 分

30 分

30 分

30 分

表－５　　風道のつり金物及び支持金物　　単位 (mm)

　ステンレス鋼板製風道に関する材料及び施工法は次による。

1 適  用

ａ　ガスボンベ転倒防止の鎖は、（・ 本工事    ・ 別途工事）とする。

ｂ　ガスボンベ置場のコンクリート基礎は、（・ 本工事　  ・ 別途工事）とする。

ｃ　都市ガスの場合は、ガス供給事業者の供給規定による。

5

・ 行わない

2

4

屋
内
給
水
設
備

屋
外
給
水
設
備

屋
内
排
水
設
備

屋
外
排
水
設
備

消 

火 

設 

備

給
湯
設
備

ガ
　
ス
　
設
　
備

し
　
尿
　
浄
　
化
　
槽
　
設
　
備

試
　
験

ス
　
テ
　
ン
　
レ
　
ス
　
風
　
道

ス
　
テ
　
ン
　
レ
　
ス
　
風
　
道

配
　
管
　
試
　
験
　
圧
　
力

・ 要（・ 本工事     ・ 別途工事）

・ 借用
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分類 分類 特　　　　記　　　　事　　　　項

表－７　　保温施工種別

グ
ラ
ス
ウ-

ル

・
ロ
ッ
ク
ウ-

ル
保
温
筒

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム

原
　
　
　
　
紙

綿
　
　
　
　
布

ア
ル
ミ
ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス

防
水
麻
布

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
イ
マ
ー

粘
着
テ
ー
プ

鉄
　
　
　
　
線

屋内露出

機械室、書庫、倉庫、トレンチ

天井、パイプシャフト内

床下、暗渠内

屋外露出（多湿箇所、浴室、厨房）

屋内露出

機械室、書庫、倉庫、トレンチ

天井、パイプシャフト内

床下、暗渠内

屋外露出（多湿箇所、浴室、厨房）

屋内露出

注

機械室、書庫、倉庫、トレンチ

天井、パイプシャフト内

床下、暗渠内

屋外露出（多湿箇所、浴室、厨房）

屋内露出

機械室、書庫、倉庫、トレンチ

天井、パイプシャフト内

床下、暗渠内

屋外露出（多湿箇所、浴室、厨房）

冷
温
水
管

蒸
気
管

冷
媒
管

給
水

・
排
水
消
火
管

（膨
張
管
共
）

（膨
張
管
共
）

４　冷媒管の保温筒は、整形用のため保温筒厚さは特に規定しない。

５　蒸気管、温水管及び給湯管の弁、フランジは保温を実施する。

６　排水管は、屋外露出、１階床下の保温不要。

７　消火配管は、屋外及び屋内露出部分を保温する。

１　△印は、図面特記により綿布に替えて着色亜鉛鉄板にて施工する場合を示し、原紙は不要。

２　保温筒＋鉄線＋アルミガラスクロスは、アルミガラスクロス付き保温筒＋鉄線でも可能。

３　床下仕様のポリエチレンフィルム、防水麻布、アスファルトプライマーは、防湿性アルミガラスクロス

　（サンヨーバリア　ＡＬＧＣ叉は同等品）でも可能。

８　外部で地盤面から２ｍ以内の保温材はフォームポリスチレンとする。

特　　　　記　　　　事　　　　項

管材は ・ 印又は無印を使用する。

１　冷温水配管　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管(白)SGP　　・ 水道用亜鉛鍍金鋼管 SGPW

　　　　　　　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管(白)SGP　　・ 繊維補強ﾓﾙﾀﾙﾋﾞﾆﾙ二層管(耐火二層管）

５　油管　　　　　　　　　 配管用炭素鋼鋼管(黒)

８　揚水管　　　　　　　・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 SGP-VB

　　　　　　　　　　　　・ 水道用耐熱性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管SGP-HVA(25A以下）

　　　　　　　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管(白)SGP

９　揚水管(埋設部)　　　　 水道用硬質塩化内外面ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管SGP-VD

12　給湯管　　　　　　　・ 一般配管用ステンレス鋼管　 ・ 保温付被覆銅管　　・ 被覆銅管

13　屋内消火管　　　　　　 水道用亜鉛鍍金鋼管SGPW

14　埋設消火管　　　　　　 消火用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ外面被覆鋼管SGP-VS

15　連結送水管　　　　　　 圧力配管用炭素鋼鋼管STPG370 Sch40

16　屋外排水管　　　　　・ 硬質塩化ビニル管RF-VP　　　・ 遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管(外圧管1種B型）

　　　　　　　　　　　　・ 水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 SGP-PB 

10　屋内給水管　　　　　・ 水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管SGP-PB ・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 SGP-VB

　　　　　　　　　　　　・ 一般配管用ステンレス鋼管SUS304

　　　　　　　　　　　  ・ 水道用亜鉛鍍金鋼管 SGPW　　

18　高温水排水管　　　　　 配管用炭素鋼鋼管(白）SGP

19　屋外埋設ガス管　　　　 ｶﾞｽ用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管PE(都市ガス，ＬＰガス共)。探査用電線を添わせて施工する。

20　屋内ガス管　　　　　　 配管用炭素鋼鋼管(白)(都市ガス，ＬＰガス共)

21　地下ﾋﾟｯﾄ内ガス管　　　 塩化ﾋﾞﾆﾙ被覆鋼管

22　ろ過配管　　　　　　　 水道用耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管(HIVP)

６　冷媒管　　　　　　　　 被覆銅管とし国土交通省仕様　　　　

２　冷却水管　　　　　　・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管 SGP-VB　・ 配管用炭素鋼鋼管(白)SGP

３　蒸気管(往） 　 　　 ・ 配管用炭素鋼鋼管(黒)　 ・ 圧力配管用炭素鋼鋼管( ・ STPG 370　・ Sch40)

４　蒸気管(還） 　 　　 ・ 配管用炭素鋼鋼管(黒)　 ・ 圧力配管用炭素鋼鋼管( ・ STPG 370　・ Sch40)

完成図のファイル形式　　　　JWW,　SFC1

・　レイヤ７　　文字

・　レイヤ０　　通り芯

・　レイヤ１　　躯体

・　レイヤ２　　建具

・　レイヤ３　　間仕切り

・　レイヤ４　　仕上げ

・　レイヤ５　　インテリア

・　レイヤ６　　補助線

・　レイヤ13　　指定無し

・　レイヤ16　　寸法線

・　レイヤ17　　ハッチ

・　レイヤ８　　その他

・　レイヤ９　　指定無し

・　レイヤ10　　電気設備

・　レイヤ11　　給排水設備

・　レイヤ12　　空調設備

使用レイヤ（括弧内は、建築図主体の場合を示す。）2

図面サイズ　　　原則的にはＡ２サイズとする。3

○ ○○○

○

○

○ ○

○

○○

○

○

保
　
温
　
施
　
工
　
種
　
別

完
成
図
の
書
式

使
　
用
　
管
　
材

着
色
亜
鉛
鉄
板

○ ○

○

17　屋内排水管　　　　　・ 硬質塩化ビニル管VP　　　・ ﾒｶﾆｶﾙ形排水鋳鉄管（ ・ 1種　・ 2種）

７　屋外給水管　　　　　　 水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管HIVP

11　屋内給水管(埋設）　　・水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管HIVP　　・ 水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ粉体ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管SGP-PD 
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配置図平成29年8月
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凡例・器具表
０５

平成29年8月

UFS900R U-A51AP 壁掛形低リップ　　自動洗浄弁　1φ100V　

CF-T7114A
CW-PB11F-NE(女)TCF585R
CF-63HSYH701

C-P25S

CS597BS BC-110STU

A3：S=1/141
A2：S=1/100

× × ×

R

D

凡 例

記 号 摘　　　　要

埋設：耐衝撃性硬質塩化ビニル管　HIVP
その他：水道用硬質塩化ビニルﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管　VB

（被服銅管）

通 気 管

ド レ ン 管

給 水 栓

撤　去　管

フラッシュ弁

名 称

弁　桝

地 中 埋 設 標

冷 媒 管

ＶＣ

名 称

器 具 表

主 要 付 属 品 ・ 仕 様 数

標 準 品 番

備　考

洋　風　便　器

小　便　器

１小便器用手すり

洗　面　器 ２

３

７

２化　粧　鏡

洗濯機水栓

仕様・能力

仕　　様

能　　力

数量

　１

記　　　号 機　器　名

汚　水　槽ＯＴ－１

ケ－ブル8ｍ程度

埋設表示ｼｰ ﾄ (排水管は除く）

1
5
0

1
0
0

5
0

砂類

A

D 埋設管径

小石を含まない良土

管の指定埋設深さ

A

D + 4 0 0幅

D

A

B

C

D

E

F

G

H

1

2

3

4

5

6

7

６

６胴長横水栓

化　粧　鏡

洗濯機パン

１

１

マンホ－ルＭＨＡ（ボルト締め）　コンクリ-ト巻き　　砂巻き

ＴＯＴＯ ＬＩＸＩＬ

T112CU2

L250CM

YM4560AE

YM3545AE

PWP640NRW

TW11R

T23BNR13C

KF-701AE

AM-200CV1

KF-4560AG

KF-3545AE

PF-6464AC/L11

LF-12F-13

LF-WJ50KQ

ロータンク　蓋固定(手洗無し)　 スロ－ダウン便座　　SUS棚付紙巻器（Ｗ）

単水栓（自動） 　壁排水金具P　 取付金具　　水石けん入れ

縦引きトラップ

機器一覧表（機械設備工事）

　 〃 　

雑 排 水 管

汚 水 管

給 水 管

硬質塩化ビニル管 VP

硬質塩化ビニル管 VP

メ－カ－標準品　JISH3300（ｶﾞｽ・液共）

硬質塩化ビニル管 VP

JIS 10K　弁ボックス　VC-P

RC製　　　

床 上 掃 除 口 非防水層用

ベントキャップ

切 断 接 続

容　　量　 １.０ｍ3　　ＦＲＰ製

　　　　　　　５０φｘ２００Ｌ／ｍｉｎ ｘ ４ｍ ｘ ０．４Ｋｗ（２台１組）１φ１００Ｖ６０Ｈｚ

　　　　　　　汚水専用　　自動交互並列運転　　屋外制御盤　

GVCV（附属品）

着脱装置付

適用管種 給水管、排水管

散水栓 T28UNH13 B-3 ２LF-33-13-CV

記 号 管底ﾚﾍﾞﾙ

-500

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

蓋 備　　考種 別

90L 100-200

ST　100-200

90Y 100-200

90Y 100-200

90Y 100-200

-600

-450

-550

-560

90Y 100-200

45L 100-200 -550

-500

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

１. 配管勾配は1/100を標準とする。

記 号 管底ﾚﾍﾞﾙ

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

蓋 備　　考種 別

90Y 100-200

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

-300

-400

-530

-300

-400

-530

-540

90Y 100-200

90L 100-200

90Y 100-200

90Y 100-200

90Y 100-200

90Y 100-200

１. 配管勾配は1/200を標準とする。

分離桝 塩ビ蓋 可児市指定品-430

雨水桝リスト：塩ビ小口径桝 汚水桝リスト：塩ビ小口径桝

適用区分

管種及び用途

設計図に特記なき限り上表による。

鋼管・合成樹脂管(40A以下に適用）ｽｲｰﾍﾞﾙ継手

スイーベル継ぎ手
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給排水設備図
Ｍ ０６

平成29年8月

A3：S=1/141
A2：S=1/100

１階平面図　　S=1:100
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Ｍ ０７

平成29年8月 給排水設備詳細図

可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事A2：S=1/50
A3：S=1/70
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空調・換気機器表平成29年8月

A2：―
A3：―

合計電　　源 備　　　考

（参考品番）

1φ1００Ｖ １

1φ1００Ｖ

１

４

1φ1００Ｖ

1φ1００Ｖ

１

２

ＦＶ－４ 天井埋込扇

　１５０φ×３００ＣＭＨｘ５０Ｐａ　ｘ４６Ｗ

ＦＤ付ＳＵＳ製パイプフ－ド

低騒音（格子形） 　１５０φ×３００ＣＭＨｘ５０Ｐａ　ｘ４９Ｗ

ＳＵＳ製パイプフ－ド深型１５０φ

深型１５０φ ＳＵＳ製パイプフ－ド

　１５０φ×３００ＣＭＨｘ５０Ｐａ　ｘ４６Ｗ低騒音（格子形）

低騒音（格子形）

（樹脂製）

　１５０φ×１５０ＣＭＨｘ５０Ｐａｘ２３．５Ｗ

深型１００φ ＳＵＳ製パイプフ－ド

仕　　　　　　　様

低騒音（格子形）

深型１５０φ

ＦＶ－３ 天井埋込扇

（金属製）

（金属製）

ＦＶ－２ 天井埋込扇

名　　称記　　号

ＦＶ－１ 天井埋込扇

（樹脂製）

（24時間対応SW付）

ＦＶ－５

型　式　　　給気レジスター(フィルター付)　　プッシュ式開閉パネル

接続口径　　１５０φ

付属品　　　SUS製深形パイプフード(FD・防虫網付)、他

型　式　　　給気レジスター(フィルター付)　　プッシュ式開閉パネル

接続口径　　１５０φ

３

３自然給気口

自然給気口

注　消費電力等は、参考とする

空冷式ヒ－トポンプ

パッケ-ジ

ＰＡＣ-２

空冷式ヒ－トポンプ

パッケ-ジ

（既設品再取付）

転倒防止金物（SUS製）

注　省エネ機器を使用のこと

３φ２００Ｖ

３φ２００Ｖ

ファン出力

圧縮機

ワイヤ－ドリモコン

転倒防止金物（SUS製）

２．９９ＫＷ

内０．１5ＫＷ+外０．２１１ＫＷ

能力　　　　　冷房　１４．０ｋＷ　　　　暖房　１６．０ｋＷ

天井吊露出

消費電力　　　冷房　　５．３８ＫＷ　　　暖房　　４．６５ＫＷ

能力　　　　　冷房　１４．０ｋＷ　　　　暖房　１６．０ｋＷ

天井吊露出 （既設品再取付）

付属品　ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ装置 操作線

付属品　ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ装置

新設部品等

操作線 冷媒管

１

１ コンクリ－ト基礎

（建築工事）

コンクリ－ト基礎

（建築工事）

1 コンクリ－ト基礎

（建築工事）

数　量 備　　　考

ＰＡＣ-１

記　　号

空調機器表

空冷式ヒ－トポンプ ３φ２００Ｖ

ワイヤ－ドリモコン 操作線

能力　　　　　冷房　２０．０ｋＷ　　　　暖房　２２．４ｋＷ

内０．１5ｘ2ＫＷ+外　０．２ｘ2ＫＷ

消費電力　　　冷房　　６．８１ＫＷ　　　暖房　　６．１５ＫＷ

天井吊露出（ツインタイプ）

電　　源仕　　　　　　　様名　　称

パッケ-ジ

ファン出力

圧縮機

付属品　ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟ装置

４．６１ＫＷ

数　量 備　　　考記　　号 電　　源仕　　　　　　　様名　　称

既設空調機器表

消費電力　　　冷房　　５．３８ＫＷ　　　暖房　　４．６５ＫＷ

天井吊露出空冷式ヒ－トポンプKＰＡＣ-１

空冷式ヒ－トポンプ

パッケ-ジ

KＰＡＣ-２ ２

１

解体プレハブ内2台

解体プレハブ内1台３φ２００Ｖ

３φ２００Ｖ

能力　　　　　冷房　１４．０ｋＷ　　　　暖房　１６．０ｋＷ

能力　　　　　冷房　１２．５ｋＷ　　　　暖房　１４．０ｋＷ

ＫＰＡＣ-１

パッケ-ジ

移設品

本体撤去処分建築 フロンガス破壊処理共（設備工事）

ＳＵＳ製パイプフ－ド深型１００φ

深型１００φ

ミニキッチン用

衛生通気用フ－ド ＳＵＳ製パイプフ－ド（網付）

付属品　　　SUS製深形パイプフード(防虫網付)、他

ＯＡ－１

ＯＡ－２

転倒防止金物（SUS製） 防護ネット３面以上

防護ネット３面以上

防護ネット３面以上

換気機器表
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Ｍ ０９

平成29年8月 空調設備図

可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事A2：S=1/50
A3：S=1/70
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山田建築事務所
YAMADA ARCHITECT OFFICE 一級建築士１８４５６０号 山　田　克　弘

Ｍ １０
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換気設備図平成29年8月
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可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事 【 解体撤去図 】
Ｍ

既設プレハブ校舎　　撤去屋外給排水設備図平成29年8月

１１

±0

Ｎ

凡　例

BMからのﾚﾍﾞﾙ高さを示す

本工事対象建物　新築工事を示す

本工事対象建物　解体工事を示す

敷地出入口を示す

A2：S=1/800
A3：S=1/1132

バルブにて閉弁

GV20A(ﾎﾞｯｸｽ共)
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既存汚水桝内にて穴埋め
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塩ビ製150φ
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建物名称番号

渡り廊下

合計

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

体育器具庫
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既設建物リスト

北舎
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　 解体撤去とする。

特記事項

※ 第１工程（既設 渡り廊下）は本工事新築建物の工事前に解体撤去とする。

※ 第２工程（既設 プレハブ校舎)は本工事新築建物の完成･移設完了後に

屋外給排水設備図　　S=1/800
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可児市立桜ケ丘小学校キッズクラブ新築工事 【 解体撤去図 】
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既設プレハブ校舎　空調設備図
１２

平成29年8月

A3：S=1/141
A2：S=1/100

第２工程

既設 ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ校舎 撤去

既設渡り廊下の撤去箇所は無しとする。
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